
町政に関する住民懇談会

豊山小学校区 １０月３日（月）総合福祉センターしいの木
新栄小学校区 １０月５日（水）総合福祉センター北館さざんか
志水小学校区 １０月７日（金）志水小学校多目的室



次第 ・ 豊山町出席者
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町長 鈴木 尚

副町長 伊井 誠

教育長 北川 昌宏

理事 小瀬 弘英

企画調整部長 小川 徹也

総務部長 堀尾 政美

生活福祉部長 日比野 敏弥

産業建設部長 髙桒 悟

産業建設部参事 大見 明弘

教育委員会事務局長 安藤 憲司

議会事務局長 鈴木 雅之

１ 町長あいさつ

２

町からの説明

３ 意見交換

地区へのサポート体制の強化
（１）地区サポーター制度の導入
（２）地区サポーター
（３）地区訪問でのご意見・ご要望
（４）町の支援の方向性

自治会講演会のお知らせ
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地区へのサポート体制の強化

地区委員の活動を支援するため、今年６月に各地区の「サポーター」を設置しました

（１）地区サポーター制度の導入

これまで

地区委員

誰かに相談したい…

※ H30自治会アンケート結果

・役員の負担が大きい 19/27地区
・地区委員の引継がうまくいかない 6/27地区

・地区委員や役員の負担が大きい 27.8％
・役員の担い手不足 25.2％

※ R3町民意識調査結果

訪問・ヒアリング 担当課へ確認・調整

・サポーターが地区へ連絡・訪問
します。

・地区のお声をヒアリングします。

町からの情報をお伝えします。

地区を
サポート！

・地区サポーターが皆さんに代わっ
て担当課へ確認・調整します。

R4.6～ サポーター制度を開始



（２） 地区サポーター

役場の課長級職員がサポーターとして各地区を支援します
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西之町第１ 企画課長 松井 良廣

西之町第２ まちづくり推進課長 下村 友美

名栗第１ 会計課長 安藤 佳介

名栗第２ 防災拠点推進室長 中川 徹

大門 企画課長 松井 良廣

青塚第１ 防災拠点推進室長 中川 徹

青塚第２ 建設課長 早川 憲二

青塚第３ 建設課長 早川 憲二

伊勢山第１ デジタル化推進室長 加藤 義紀

伊勢山第２ デジタル化推進室長 加藤 義紀

伊勢山第３ 防災安全課長 小塚 和宣

諏訪 防災安全課長 小塚 和宣

新町南 総務課長 井上 武

新町北 総務課長 井上 武

中之町 税務課長 青井 宏司

新田第１ 税務課長 青井 宏司

新田第２ 住民課長 天野 加奈子

新田第３ 住民課長 天野 加奈子

地区名 役職名 氏名

豊山団地１ 学校教育課長 井戸 茂治

豊山団地２ 生涯学習課長 栗山 直樹

分譲住宅 庶務・議事課長 江崎 真史

栄 福祉課長 四浦かおり

下青山 福祉課長 四浦かおり

中稲 子ども応援課長 林 真吾

九十野 子ども応援課長 林 真吾

上西 保険課長 牛田 彰和

上東 保険課長 牛田 彰和

地区名 役職名 氏名

※サポーターは各地区１人です。
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（３） 地区訪問でのご意見・ご要望

主に「自治会」「資源回収・ゴミ」「町民体育大会」に関することのお声を多くいただきました
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自治会 補助金、システム化、行事の簡素化 など

資源回収
春の清掃

資源回収当番の負担、作業委託 など

町民体育大会 参加者の確保、作業の負担 など

防災・防犯 防災チャレンジキャンプ、地区での会議 など

防災拠点 相談会、道路、公共交通 など

その他 草取り、地域活動、道路 など

ご意見

自治会

資源回収・春の清掃

町民体育大会

防災・防犯

防災拠点

その他
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自治会について

いただいたご意見の一部をご紹介します

補助金を増やしてほし
い。

・様々な補助をさせていただいて
おります。
（自治振興費、補助員活動費、
リサイクル資源の奨励金
子ども会への補助金（草取りの
補助・連絡協議会や社会福祉
協議会の補助））

会議等の開催は、口頭
でも良いので１か月半
前には教えてほしい。 １か月半前を目途に、開催が決

定次第、ご連絡させていただき
ます。

自治会長＝地区委員
ですか。

地区委員が自治会長になる必要
はありません。

・担い手不足
自治会長、役員の担い

手がなく困っている。
など

・役員の負担
自治会長、役員の仕事

が多すぎる。 など

地区サポーターが担当地区のご
相談に乗り、個別の支援を行っ
ています。

ご意見 現状 ご意見 現状

未加入者の増加
・入らない人が増え
後継者がいない。

・加入メリットがない。
など

自治会に加入する意義
を町から発信してほし
い。

・転入された方に対して、転入
手続の際に役場で自治会加入
の案内チラシをお渡ししてい
ます。

広報とよやまや講演会の開催に
よる啓発活動を行っておりま
す。
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資源回収・春の清掃について

・資源回収の負担
毎月2回の当番が負担
担い手不足で負担増
シルバーに委託でき
ないか など

資源回収は、各地区にお願いを
しており、当番や管理の方法
は、地区により異なっておりま
す。

資源回収の場所が道路
にあり、交通量が多く
危ない。

資源回収の場所は、各地区
で変更が可能です。

資源が雨に濡れないよ
うブルーシートでかぶ
せている。これも自治
会の仕事ですか。

雨対策の有無については、各地
区でご判断いただいています。

ご意見 現状 ご意見 現状

春の清掃と資源回収が同
じ日なので、日にちを変
更してほしい。 汚泥回収の準備や農業との兼ね

合いから、４月の第３日曜日と
させていただいています。

高齢者が増え、春の清
掃で側溝のふたを持ち
上げることができな
い。

地区の状況に応じてご無理のな
い範囲での実施をお願いしてお
ります。

側溝の掃除を町が実施
してほしい。

現場の状況を踏まえ、対応させて
いただいています。



（４） 町の支援の方向性
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地区の皆さまを支援するため、引き続き様々な取組を実施してまいります。

広聴

情報提供

負担軽減

今後も引き続き、町民の皆さまの
お声をお聴きしていきます。

町政に関する様々な情報をお伝え
していきます。

地区委員や、地区の役員の皆さま
の負担の軽減に努めていきます。

地区サポーターによる支援

住民懇談会

住民アンケートの実施

自治会連絡アプリの導入

運営手引き作成

などを予定しています。

方向性 取組
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自治会講演会のお知らせ

地域の人と人をつなぐ｢共助｣についての講演会を開催します。
中日新聞 鈴木記者を招き地域の現状や課題について語っていただきます。

とき １０月１５日（土） 10：00～11：30

ところ 豊山町社会教育センター ３階 視聴覚室

講師

中日新聞社名古屋編集局社会部 記者 鈴木 龍司 氏

■ 現役の町内会長として、自身の経験をもとにした連続コラム
「町内会長日記“コロナ時代の共助”」を連載。

■ 数々の自治会に対し、コロナ時代の共助の在り方について
講演の実績がある。

定員 ６０名

申込

電話、FAX、又はEMAILにて氏名、連絡先をお伝えください。
■企画課 企画・広報グループ ＴＥＬ ２８・０９１３

ＦＡＸ ２９・１１７７
Email kikaku@town.toyoyama.lg.jp



本日の「町政に関する住民懇談会」の担当窓口

担当窓口 企画調整部 企画課 企画・広報グループ

連絡先

0568-28-0913TEL

kikaku@town.toyoyama.lg.jpEMAIL

・ 町内の各地区との連携強化
・ 各自治会の支援

などを担当しています

本日はご出席いただき誠にありがとうございます
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内容


